
 

 

 

清流のほとりにて       
 川音川の水面に３月の朝日が照り返され、周囲の自然を生き生きと映し出してい

ます。行きかう人々、信号待ちの車、小学生の明るい声、そして列車の音…。籠場

橋を渡るとすぐに松田幼稚園です。  

 毎年繰り返される年度末の光景ですが、その年その年の色彩は微妙に違います。

卒園式も修了式も当たり前のようにやってきますが、毎年少しずつ、その意味が違

ってきます。それは、子どもたちの個性でもあり、教師と子どもたちが創り出して

きたものの新しさでもあります。一年の流れはいっしょでも、そこから生み出され

るものは決して同じではありません。だからこそ、幼稚園での日々は、こんなに色

鮮やかに鮮明な記憶として残るのでしょう。  

 

 今年度も、お別れ会が３月７日に開かれました。この

会も、昨年度とはまた一味違った笑顔あふれる会となり

ました。  

 年中組さんの進行で、スタートしたお別れ会、はじめ

は年中組、年長組混合のリレーです。全部で９チーム、

３チームずつ３レース行われたリレーは、声援が大きく

重なり合い、とても盛り上がりました。途中からは、年

少組も応援に加わり、園全体がひとつになりました。  

 年長さんが、年中さんに技を教える挑戦コーナー、年

少組さんもいっしょに様々なダンスをするダンシング

タイム、そして最後のプレゼント交換と恒例のアーチを

作っての送り出し…。笑顔が重なり合い、意欲と楽しさ

の共有が、あたたかい雰囲気を創り出していました。  

 今回特に感じたのは、ダンシングタイムの盛り上がり

です。ソーランを年長さんが見本で踊ってくれたのです

が、その熱量がすごいのです。  

 見本になるんだ  

 年少さん、年中さんにもじょうずに踊ってほしい  

 この想いをずっとずっとつないでほしい  

 そんな熱い想いが観ている側にもひしひしと伝わっ

てきました。きっと年少さん、年中さんの胸に焼き付い

て、自分たちの成長への願いとなったことでしょう。  

 熱くて素敵なお別れ会となりました。  

 

 明日はいよいよ修了証書授与式。  

 卒園児には、胸を張り、希望を  

もって卒園してほしいと思います。  

その姿を一人ひとりの胸に焼き付け、  

松田幼稚園は、これからも新しい  

歩みを続けていきます。  

  



 

 年長さんの劇にあこがれを抱き、それを見本に、年少さん、年中さんも素敵な劇を創り上げて

くれました。多くの保護者の皆様の応援が、子どもたちをさらにキラキラと輝かせてくれている

ようでした。園生活の様々な場面での年長さんの姿が、年少さん、年中さんの心の中に引き継が

れていきました。  

この会も年中さんが中心

になって進めてくれました。 

もうすぐ年長さんですね。 

全員でのダンシングタイム 

１年間楽しく踊ってきた思い出が 

鮮やかによみがえってくるようでした。

年少さん、年中さんの心の中に 

年長さんのかっこいい姿が 

焼き付けられました。 

共にすごした日々の思い出を大切に… 

３年間、ありがとうございました。 

松田幼稚園全体でお休みが０の記念すべき日  

 

プレゼント交換  

 

アーチを 

くぐって… 

 

年長さんに 

教えてもらい 

ながらの 

挑戦タイム 

楽しく 

がんばることが 

できました。 


